
 

 

 

  

２月１７日に「ジョブスタＩＮ砂川高校」が開催され、砂川高校１年生８２名と市内企業の若手従

業員２０名が交流しました。 

昨年の９月からワークショップを開催し、社会人と砂川高校の生徒会が仕事について考える場とし

て、より良い事業となるよう内容の協議を重ね、当日を迎えています。 

当日は、ワークショップでも好評だったアイスブレイクやスクリーンを使った職場紹介、サイコロ

トークを行い、社会人は、高校生に対して働くことの意味を自身の経験談や仕事のやりがいを通して

伝えました。 

ジョブスタート事業は今年度スタートしました。この事業が定着し、仕事をする意義や砂川市の企

業の魅力を伝えられるよう、今後もこの取り組みを進めます。 

大山校長の挨拶 参加した社会人の皆さん 
 ジョブカフェ北海道 

丹羽雅美氏 今井陵人氏 

アイスブレイクで緊張をほぐしました。 参加企業の仕事紹介 

サイコロトークで、社会人の話を聞く高校生たち。みんな真剣に聞いています。 



 

 

・今回はいろんな仕事の人の話しが聞けてとてもためになった。少し気になる仕事とかもあったの

で、これからの進路決めなどに役立てようと思います。 

・社会人は大変だなあと思った。砂川でも働くところがたくさんあると思った。 

・１つの会社でも色々な部署があって、仕事の内容も様々なものがあることを知りました。 

今日１日ありがとうございました。 

・あらかじめ用意されたお題でサイコロを振って話をするのがとても良かったです。介護の方に 

興味が湧きました。 

・人間性が大事、進路をしっかり考えること、自分のなりたい職業の人でなかったけど、こんな仕

事があるのかとわかりました。 

・目標を持ってしっかり勉強しようと思いました。時間を有効に使えるようにしたいです。 

・ストレス発散も大切。とてもよい話しを聞けてよかった。これを今後活かしていきたい。 

・すごく気さくな方で話しやすかったです。私も社会人になったら、こういう大人になりたいと思

いました。 

・会社の話しや初任給、自分だったらこうするなど、普段聞けないようなことが聞けてよかったし、

楽しかった。 

・自分は就職希望なので話が聞けてよかったです。お忙しい中ありがとうございました。 

・仕事での大変なことや楽しい事など聞けて良かった。みんな面白くて、きさくでいい人たちがた

くさんいた。みんなを見ていると仕事は大変そうだけどやりがいを感じていて良いと思った。 

・国家試験のことを聞けて良かった。生きるのが辛いことを我慢しているところがすごいと思った。 

・とても楽しかったです。改めて砂川の中でも多くの職場があることを知りました。自分の一番好

きな仕事じゃなくても続けて頑張っているんだという事がわかりました。 

・たくさんの色んな話を聞けて良かったです。就職の参考になりました。ありがとうございました。 

・色々聞いて考える事があり、将来どういう事をするか今のうちに考えておきたいと思いました。 
 
 
 

 

・自分が学生の時にもこのような場があれば、色んな企業の事も知れたし、範囲が広がったのにな

と思いました。高校生のみなさんにとって少しでもためになればなと思います。 

・自身の人に伝える能力が、まだまだ足りないと実感しました。そんな中、生徒の若い力を感じ、

こちらも自社に戻ってから部下に接する態度を改めて努力していこうと思います。 

・高１で、はっきり就職・進学したいと決めている子もいれば、まだ悩んでいる子も中にはいたの

で、残りの時間で自分のやりたい事が明確になれるようなきっかけになればいいなと思いました。 

・他社の人とも高校生とも楽しく話せて良かったです。 

・真面目にメモをとってくれたりしている子がいて嬉しかった。高校生ならではの考え方があるん

だなと感じた。 

・今年参加した１年生が来年アドバイスできるような環境になっていたら素敵だなと思います。 

社会人側も他社の仕事内容がわかるので、良い場だと感じました。 

 

 参加企業：奥山工業所・鹿島環境エンジニアリング・北菓楼・三鉱建設・砂川福祉会・ソメスサドル 

タヒラデンタルクリエーション・ねんりん館・北海道スイコー・北海道三井化学・ホリ・マテック 

☆参加企業の皆さん・砂川高校関係者の皆さん、ご協力ありがとうございました！☆ 


